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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　供給された画像全体のうちの所定の表示範囲の画像を表示する第１の表示装置の表示を
制御する表示制御装置において、
　画像全体に対する前記表示範囲の大きさに応じて予め設定されている縮小率を基に、グ
ラフィカルユーザインターフェースの画像である第１の画像を縮小する画像縮小手段と、
　前記グラフィカルユーザインターフェースの画像以外の第２の画像を再生する再生手段
と、
　前記第２の画像の前記第１の表示装置への表示を制御すると共に、前記第２の画像を前
記第１の表示装置に表示している場合、ユーザから前記第１の画像の表示が要求されたと
き、前記第１の画像を前記第２の画像に重畳して表示させるように、前記画像縮小手段に
より縮小された前記第１の画像の、前記第１の表示装置への表示を制御し、前記第１の表
示装置とは別の第２の表示装置への、前記縮小率および前記第２の画像に対して前記第１
の画像を重畳する位置を、ユーザに設定させるための設定画像の表示をさらに制御する表
示制御手段と、
　前記設定画像におけるユーザによる設定に応じて、前記第２の画像に対して前記第１の
画像を重畳する位置を変更する位置変更手段と
　を備え、
　前記画像縮小手段は、前記設定画像における前記ユーザによる設定に応じて、前記第１
の画像の前記縮小率を変更する
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　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　供給された画像全体のうちの所定の表示範囲の画像を表示する表示装置の表示を制御す
る表示制御装置の表示制御方法において、
　画像全体に対する前記表示範囲の大きさに応じて予め設定されている縮小率を基に、グ
ラフィカルユーザインターフェースの画像である第１の画像を縮小する画像縮小ステップ
と、
　前記グラフィカルユーザインターフェースの画像以外の第２の画像を再生する再生ステ
ップと、
　前記第２の画像の前記表示装置への表示を制御すると共に、前記第２の画像を前記表示
装置に表示している場合、ユーザから前記第１の画像の表示が要求されたとき、前記第１
の画像を前記第２の画像に重畳して表示させるように、前記画像縮小ステップの処理によ
り縮小された前記第１の画像の、前記表示装置への表示を制御する第１の表示制御ステッ
プと、
　前記第１の表示装置とは別の第２の表示装置への、前記縮小率および前記第２の画像に
対して前記第１の画像を重畳する位置を、ユーザに設定させるための設定画像の表示を制
御する第２の表示制御ステップと、
　前記設定画像におけるユーザによる設定に応じて、前記第２の画像に対して前記第１の
画像を重畳する位置を変更する位置変更ステップと、
　前記設定画像における前記ユーザによる設定に応じて、前記第１の画像の前記縮小率を
変更する縮小率変更ステップと
　を含むことを特徴とする表示制御方法。
【請求項３】
　供給された画像全体のうちの所定の表示範囲の画像を表示する表示装置の表示を制御す
る表示制御装置の表示制御用のプログラムにおいて、
　画像全体に対する前記表示範囲の大きさに応じて予め設定されている縮小率を基に、グ
ラフィカルユーザインターフェースの画像である第１の画像を縮小する画像縮小ステップ
と、
　前記グラフィカルユーザインターフェースの画像以外の第２の画像を再生する再生ステ
ップと、
　前記第２の画像の前記表示装置への表示を制御すると共に、前記第２の画像を前記表示
装置に表示している場合、ユーザから前記第１の画像の表示が要求されたとき、前記第１
の画像を前記第２の画像に重畳して表示させるように、前記画像縮小ステップの処理によ
り縮小された前記第１の画像の、前記表示装置への表示を制御する第１の表示制御ステッ
プと、
　前記第１の表示装置とは別の第２の表示装置への、前記縮小率および前記第２の画像に
対して前記第１の画像を重畳する位置を、ユーザに設定させるための設定画像の表示を制
御する第２の表示制御ステップと、
　前記設定画像におけるユーザによる設定に応じて、前記第２の画像に対して前記第１の
画像を重畳する位置を変更する位置変更ステップと、
　前記設定画像における前記ユーザによる設定に応じて、前記第１の画像の前記縮小率を
変更する縮小率変更ステップと
　を含むことを特徴とするコンピュータが読み取り可能なプログラムが記録されている記
録媒体。
【請求項４】
　供給された画像全体のうちの所定の表示範囲の画像を表示する表示装置の表示を制御す
る表示制御装置のコンピュータに、表示制御を行わせるプログラムにおいて、
　画像全体に対する前記表示範囲の大きさに応じて予め設定されている縮小率を基に、グ
ラフィカルユーザインターフェースの画像である第１の画像を縮小する画像縮小ステップ
と、
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　前記グラフィカルユーザインターフェースの画像以外の第２の画像を再生する再生ステ
ップと、
　前記第２の画像の前記表示装置への表示を制御すると共に、前記第２の画像を前記表示
装置に表示している場合、ユーザから前記第１の画像の表示が要求されたとき、前記第１
の画像を前記第２の画像に重畳して表示させるように、前記画像縮小ステップの処理によ
り縮小された前記第１の画像の、前記表示装置への表示を制御する第１の表示制御ステッ
プと、
　前記第１の表示装置とは別の第２の表示装置への、前記縮小率および前記第２の画像に
対して前記第１の画像を重畳する位置を、ユーザに設定させるための設定画像の表示を制
御する第２の表示制御ステップと、
　前記設定画像におけるユーザによる設定に応じて、前記第２の画像に対して前記第１の
画像を重畳する位置を変更する位置変更ステップと、
　前記設定画像における前記ユーザによる設定に応じて、前記第１の画像の前記縮小率を
変更する縮小率変更ステップと
　を含むことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示制御装置および方法、記録媒体、並びにプログラムに関し、特に、デュ
アルディスプレイにおいて、ユーザがより容易に操作することができるようにした表示制
御装置および方法、記録媒体、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、１台のパーソナルコンピュータ（以下、PCと称する）から２台または２台以上の
表示装置に対してビデオ出力を行う、デュアルディスプレイ（マルチモニタ）という機能
（以下、デュアルディスプレイ機能と称する）がある。
【０００３】
　デュアルディスプレイ機能を用いる場合、通常、１台のPCに対して、２台のPC用のディ
スプレイ（モニタ）が利用される。
【０００４】
　また、デュアルディスプレイ機能を用いる場合、PCに２個のビデオカード（グラフィッ
クスボード）を設置するか、またはビデオ出力が２系統あるビデオカードを設置する必要
がある。
【０００５】
　デュアルディスプレイ機能のためのビデオカードに関する技術として、例えば、特許文
献１には、所定のコンピュータバスを有するコンピュータに使用可能であって、２個のデ
ィスプレイチャンネルを備え、その各々のディスプレイチャンネルに接続される２個のビ
デオディスプレイに対して、同時にビデオ像を発生するデュアルディスプレイカードの技
術（構成）が開示されている。
【特許文献１】特開平６－１７５６２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、PCにおいてデュアルディスプレイ機能を用い、そのPCに接続される２台
の表示装置の内、１台をPC用のディスプレイとし、１台をCRT（Cathode Ray Tube）など
のテレビジョン受像機（以下、TV受像機と称する）とする場合に、PC用のディスプレイお
よびTV受像機に同じ画像を出力させても、同じ画像が、PC用のディスプレイおよびTV受像
機の画面上に表示されることはない。
【０００７】
　PC用のディスプレイは、PCから供給された画像全体を表示するが、TV受像機は、PCから
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供給された画像全体のうち、画像の中心を中心とする領域であって、供給された画像全体
のうちの所定の領域の画像を表示し、PCから供給された画像のうちの上下左右の縁の近傍
の領域の画像を表示しない。すなわち、PC用のディスプレイの画面に表示される画像の上
下左右の端の部分の画像が、TV受像機の画面には表示されない。
【０００８】
　これは、TV受像機には、セーフティエリア（安全フレーム、テレフレ、またはセーフテ
ィゾーンとも称される）内の画像（映像）が表示されるオーバースキャン方式が適用され
ており、PC用のディスプレイには、画像全体が表示されるアンダースキャン方式が適用さ
れているためである。
【０００９】
　このとき、所定のアプリケーションプログラムの実行によって表示される画像において
、その画像の上下左右の端の近傍にアイコンなどのグラフィカルユーザインターフェース
（以下、GUIと称する）に用いる画像が配置されている場合、TV受像機の画面上では、上
下左右の端（周囲）の画像が表示されないため、ユーザは、そのGUIの全ての機能をTV受
像機の画面上で利用することができない。
【００１０】
　したがって、ユーザによる、TV受像機の画面上でのアプリケーションプログラムの利用
やGUIを用いた操作に支障がでてしまうという課題があった。
【００１１】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、過不足なく画像全体を表示さ
せると共に、装置の操作性を向上させることができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の表示制御装置は、画像全体に対する表示範囲の大きさに応じて予め設定されて
いる縮小率を基に、グラフィカルユーザインターフェースの画像である第１の画像を縮小
する画像縮小手段と、グラフィカルユーザインターフェースの画像以外の第２の画像を再
生する再生手段と、第２の画像の第１の表示装置への表示を制御すると共に、第２の画像
を第１の表示装置に表示している場合、ユーザから第１の画像の表示が要求されたとき、
第１の画像を第２の画像に重畳して表示させるように、画像縮小手段により縮小された第
１の画像の、第１の表示装置への表示を制御し、第１の表示装置とは別の第２の表示装置
への、縮小率および第２の画像に対して第１の画像を重畳する位置を、ユーザに設定させ
るための設定画像の表示をさらに制御する表示制御手段と、設定画像におけるユーザによ
る設定に応じて、第２の画像に対して第１の画像を重畳する位置を変更する位置変更手段
とを備え、画像縮小手段は、設定画像におけるユーザによる設定に応じて、第１の画像の
縮小率を変更することを特徴とする。
【００１７】
　本発明の表示制御方法は、画像全体に対する表示範囲の大きさに応じて予め設定されて
いる縮小率を基に、グラフィカルユーザインターフェースの画像である第１の画像を縮小
する画像縮小ステップと、グラフィカルユーザインターフェースの画像以外の第２の画像
を再生する再生ステップと、第２の画像の表示装置への表示を制御すると共に、第２の画
像を表示装置に表示している場合、ユーザから第１の画像の表示が要求されたとき、第１
の画像を第２の画像に重畳して表示させるように、画像縮小ステップの処理により縮小さ
れた第１の画像の、表示装置への表示を制御する第１の表示制御ステップと、第１の表示
装置とは別の第２の表示装置への、縮小率および第２の画像に対して第１の画像を重畳す
る位置を、ユーザに設定させるための設定画像の表示を制御する第２の表示制御ステップ
と、設定画像におけるユーザによる設定に応じて、第２の画像に対して第１の画像を重畳
する位置を変更する位置変更ステップと、設定画像におけるユーザによる設定に応じて、
第１の画像の縮小率を変更する縮小率変更ステップとを含むことを特徴とする。
【００１８】
　本発明の記録媒体のプログラムは、画像全体に対する表示範囲の大きさに応じて予め設
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定されている縮小率を基に、グラフィカルユーザインターフェースの画像である第１の画
像を縮小する画像縮小ステップと、グラフィカルユーザインターフェースの画像以外の第
２の画像を再生する再生ステップと、第２の画像の表示装置への表示を制御すると共に、
第２の画像を表示装置に表示している場合、ユーザから第１の画像の表示が要求されたと
き、第１の画像を第２の画像に重畳して表示させるように、画像縮小ステップの処理によ
り縮小された第１の画像の、表示装置への表示を制御する第１の表示制御ステップと、第
１の表示装置とは別の第２の表示装置への、縮小率および第２の画像に対して第１の画像
を重畳する位置を、ユーザに設定させるための設定画像の表示を制御する第２の表示制御
ステップと、設定画像におけるユーザによる設定に応じて、第２の画像に対して第１の画
像を重畳する位置を変更する位置変更ステップと、設定画像におけるユーザによる設定に
応じて、第１の画像の縮小率を変更する縮小率変更ステップとを含むことを特徴とする。
【００１９】
　本発明のプログラムは、画像全体に対する表示範囲の大きさに応じて予め設定されてい
る縮小率を基に、グラフィカルユーザインターフェースの画像である第１の画像を縮小す
る画像縮小ステップと、グラフィカルユーザインターフェースの画像以外の第２の画像を
再生する再生ステップと、第２の画像の表示装置への表示を制御すると共に、第２の画像
を表示装置に表示している場合、ユーザから第１の画像の表示が要求されたとき、第１の
画像を第２の画像に重畳して表示させるように、画像縮小ステップの処理により縮小され
た第１の画像の、表示装置への表示を制御する第１の表示制御ステップと、第１の表示装
置とは別の第２の表示装置への、縮小率および第２の画像に対して第１の画像を重畳する
位置を、ユーザに設定させるための設定画像の表示を制御する第２の表示制御ステップと
、設定画像におけるユーザによる設定に応じて、第２の画像に対して第１の画像を重畳す
る位置を変更する位置変更ステップと、設定画像におけるユーザによる設定に応じて、第
１の画像の縮小率を変更する縮小率変更ステップとをコンピュータに実行させることを特
徴とする。
【００２０】
　本発明においては、画像全体に対する表示範囲の大きさに応じて予め設定されている縮
小率を基に、画像が縮小され、縮小された画像の、表示装置への表示が制御される。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、デュアルディスプレイ機能を利用することができる。また、本発明に
よれば、過不足なく画像全体を表示させると共に、装置の操作性を向上させることができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下に本発明の実施の形態を説明するが、請求項に記載の構成要件と、発明の実施の形
態における具体例との対応関係を例示すると、次のようになる。この記載は、請求項に記
載されている発明をサポートする具体例が、発明の実施の形態に記載されていることを確
認するためのものである。従って、発明の実施の形態中には記載されているが、構成要件
に対応するものとして、ここには記載されていない具体例があったとしても、そのことは
、その具体例が、その構成要件に対応するものではないことを意味するものではない。逆
に、具体例が構成要件に対応するものとしてここに記載されていたとしても、そのことは
、その具体例が、その構成要件以外の構成要件には対応しないものであることを意味する
ものでもない。
【００２３】
　さらに、この記載は、発明の実施の形態に記載されている具体例に対応する発明が、請
求項に全て記載されていることを意味するものではない。換言すれば、この記載は、発明
の実施の形態に記載されている具体例に対応する発明であって、この出願の請求項には記
載されていない発明の存在、すなわち、将来、分割出願されたり、補正により追加される
発明の存在を否定するものではない。
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【００２４】
　請求項１に記載の表示制御装置は、供給された画像全体のうちの所定の表示範囲（例え
ば、図６のセーフティエリア２０２）の画像を表示する第１の表示装置（例えば、図１の
TV受像機１２）の表示を制御する表示制御装置（例えば、図１のPC１）であって、画像全
体に対する表示範囲の大きさに応じて予め設定されている縮小率（例えば、図１１のメニ
ュー２７１に表示されている数値（縮小率））を基に、グラフィカルユーザインターフェ
ースの画像である第１の画像（例えば、図７のGUIの画像２１１）を縮小する画像縮小手
段（例えば、図４の画像縮小部１５１）と、グラフィカルユーザインターフェースの画像
以外の第２の画像（例えば、図６のセーフティエリア２０２に表示されている画像）を再
生する再生手段（例えば、図４のコンテンツ再生部１３２）と、第２の画像の第１の表示
装置への表示を制御すると共に、第２の画像を第１の表示装置に表示している場合、ユー
ザから第１の画像の表示が要求されたとき、第１の画像を第２の画像に重畳して表示させ
るように、画像縮小手段により縮小された第１の画像の、第１の表示装置への表示を制御
し、第１の表示装置とは別の第２の表示装置への、縮小率および第２の画像に対して第１
の画像を重畳する位置を、ユーザに設定させるための設定画像（例えば、図１１の設定ウ
ィンドウ２６１）の表示をさらに制御する表示制御手段（例えば、図４の表示制御部１４
４）と、設定画像におけるユーザによる設定に応じて、第２の画像に対して第１の画像を
重畳する位置を変更する位置変更手段（例えば、図４の表示位置変更部１５２）とを備え
、画像縮小手段は、設定画像におけるユーザによる設定に応じて、第１の画像の縮小率を
変更する（例えば、図１０のステップＳ３３の処理）ことを特徴とする。
【００２９】
　請求項２に記載の表示制御方法は、供給された画像全体のうちの所定の表示範囲（例え
ば、図６のセーフティエリア２０２）の画像を表示する表示装置（例えば、図１のTV受像
機１２）の表示を制御する表示制御装置（例えば、図１のPC１）の表示制御方法であって
、画像全体に対する表示範囲の大きさに応じて予め設定されている縮小率（例えば、図１
１のメニュー２７１に表示されている数値（縮小率））を基に、グラフィカルユーザイン
ターフェースの画像である第１の画像（例えば、図７のGUIの画像２１１）を縮小する画
像縮小ステップ（例えば、図５のステップＳ６の処理）と、グラフィカルユーザインター
フェースの画像以外の第２の画像を再生する再生ステップと、第２の画像の表示装置への
表示を制御すると共に、第２の画像を表示装置に表示している場合、ユーザから第１の画
像の表示が要求されたとき、第１の画像を第２の画像に重畳して表示させるように、画像
縮小ステップの処理により縮小された第１の画像の、表示装置への表示を制御する第１の
表示制御ステップ（例えば、図５のステップＳ７およびステップＳ３の処理）と、第１の
表示装置とは別の第２の表示装置への、縮小率および第２の画像に対して第１の画像を重
畳する位置を、ユーザに設定させるための設定画像の表示を制御する第２の表示制御ステ
ップ（例えば、図１０のステップＳ３１の処理）と、設定画像におけるユーザによる設定
に応じて、第２の画像に対して第１の画像を重畳する位置を変更する位置変更ステップ（
例えば、図１０のステップＳ３５およびステップＳ３７の処理）と、設定画像におけるユ
ーザによる設定に応じて、第１の画像の縮小率を変更する縮小率変更ステップ（例えば、
図１０のステップＳ３３の処理）とを含むことを特徴とする。
【００３０】
　請求項３に記載の記録媒体のプログラムは、供給された画像全体のうちの所定の表示範
囲（例えば、図６のセーフティエリア２０２）の画像を表示する表示装置（例えば、図１
のTV受像機１２）の表示を制御する表示制御装置（例えば、図１のPC１）の表示制御用の
プログラムであって、画像全体に対する表示範囲の大きさに応じて予め設定されている縮
小率（例えば、図１１のメニュー２７１に表示されている数値（縮小率））を基に、グラ
フィカルユーザインターフェースの画像である第１の画像（例えば、図７のGUIの画像２
１１）を縮小する画像縮小ステップ（例えば、図５のステップＳ６の処理）と、グラフィ
カルユーザインターフェースの画像以外の第２の画像を再生する再生ステップと、第２の
画像の表示装置への表示を制御すると共に、第２の画像を表示装置に表示している場合、
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ユーザから第１の画像の表示が要求されたとき、第１の画像を第２の画像に重畳して表示
させるように、画像縮小ステップの処理により縮小された第１の画像の、表示装置への表
示を制御する第１の表示制御ステップ（例えば、図５のステップＳ７およびステップＳ３
の処理）と、第１の表示装置とは別の第２の表示装置への、縮小率および第２の画像に対
して第１の画像を重畳する位置を、ユーザに設定させるための設定画像の表示を制御する
第２の表示制御ステップ（例えば、図１０のステップＳ３１の処理）と、設定画像におけ
るユーザによる設定に応じて、第２の画像に対して第１の画像を重畳する位置を変更する
位置変更ステップ（例えば、図１０のステップＳ３５およびステップＳ３７の処理）とユ
ーザによる設定に応じて、第２の画像に対して第１の画像を重畳する位置を変更する位置
変更ステップ（例えば、図１０のステップＳ３５およびステップＳ３７の処理）と、設定
画像におけるユーザによる設定に応じて、第１の画像の縮小率を変更する縮小率変更ステ
ップ（例えば、図１０のステップＳ３３の処理）とを含むことを特徴とする。
【００３１】
　請求項４に記載のプログラムは、供給された画像全体のうちの所定の表示範囲（例えば
、図６のセーフティエリア２０２）の画像を表示する表示装置（例えば、図１のTV受像機
１２）の表示を制御する表示制御装置（例えば、図１のPC１）のコンピュータに、表示制
御を行わせるプログラムであって、画像全体に対する表示範囲の大きさに応じて予め設定
されている縮小率（例えば、図１１のメニュー２７１に表示されている数値（縮小率）を
基に、グラフィカルユーザインターフェースの画像である第１の画像（例えば、図７のGU
Iの画像２１１）を縮小する画像縮小ステップ（例えば、図５のステップＳ６の処理）と
、グラフィカルユーザインターフェースの画像以外の第２の画像を再生する再生ステップ
と、第２の画像の表示装置への表示を制御すると共に、第２の画像を表示装置に表示して
いる場合、ユーザから第１の画像の表示が要求されたとき、第１の画像を第２の画像に重
畳して表示させるように、画像縮小ステップの処理により縮小された第１の画像の、表示
装置への表示を制御する第１の表示制御ステップ（例えば、図５のステップＳ７およびス
テップＳ３の処理）と、第１の表示装置とは別の第２の表示装置への、縮小率および第２
の画像に対して第１の画像を重畳する位置を、ユーザに設定させるための設定画像の表示
を制御する第２の表示制御ステップ（例えば、図１０のステップＳ３１の処理）と、設定
画像におけるユーザによる設定に応じて、第２の画像に対して第１の画像を重畳する位置
を変更する位置変更ステップ（例えば、図１０のステップＳ３５およびステップＳ３７の
処理）とユーザによる設定に応じて、第２の画像に対して第１の画像を重畳する位置を変
更する位置変更ステップ（例えば、図１０のステップＳ３５およびステップＳ３７の処理
）と、設定画像におけるユーザによる設定に応じて、第１の画像の縮小率を変更する縮小
率変更ステップ（例えば、図１０のステップＳ３３の処理）とを実行させる。
【００３２】
　以下に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００３３】
　図１は、本発明に係る表示制御装置であるPC１の一実施の形態を示すブロック図である
。
【００３４】
　PC１には、汎用のPC用のモニタ（ディスプレイ）（以下、PCモニタと称する）１１およ
びCRT，LCD（Liquid Crystal Display）、またはPDP（Plasma Display Panel）などから
なるTV受像機１２が接続されている。
【００３５】
　PCモニタ１１は、PC１から出力された画像を表示する。同様に、TV受像機１２は、PC１
から出力された画像を表示する。
【００３６】
　このとき、PC１は、同じ画像をPCモニタ１１およびTV受像機１２に出力し、表示させる
ことができる。また、PC１は、異なる画像をPCモニタ１１およびTV受像機１２のそれぞれ
に出力し、表示させることができる。さらに、PC１は、PCモニタ１１の画面およびTV受像
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機１２の画面を１つのモニタの画面として利用することもできる。すなわち、PC１は、い
わゆるディアルディスプレイ機能を有するパーソナルコンピュータである。
【００３７】
　また、PC１は、主制御部２１、並びにコンテンツ記録部２２－１およびコンテンツ記録
部２２－２により構成されている。主制御部２１、並びにコンテンツ記録部２２－１およ
びコンテンツ記録部２２－２は、ネットワーク２３を介して相互に接続されている。
【００３８】
　なお、ネットワーク２３の形態は特に限定されず、例えば、イーサネット（登録商標）
等で構成することが可能である。また、ネットワーク２３は省略可能である。すなわち、
主制御部２１、コンテンツ記録部２２－１、およびコンテンツ記録部２２－２のそれぞれ
は、ネットワーク２３を介在することなく直接通信を行ってもよい。
【００３９】
　以下、コンテンツ記録部２２－１およびコンテンツ記録部２２－２を個々に区別する必
要がない場合、単に、コンテンツ記録部２２と称する。
【００４０】
　図１で示される例では、PC１には２台のコンテンツ記録部２２が搭載されているが、コ
ンテンツ記録部２２の搭載数は、図１の例に限定されず任意の数でよい。同様に、主制御
部２１の搭載数も任意の数でよい。
【００４１】
　図２は、主制御部２１の構成の例を示すブロック図である。図２で示される主制御部２
１において、CPU５１は、ROM５２に記憶されているプログラム、または記憶部６０からRA
M５３にロードされたプログラムに従って各種の処理を実行する。RAM５３にはまた、CPU
５１が各種の処理を実行する上において必要なデータなども適宜記憶される。
【００４２】
　CPU５１，ROM５２、およびRAM５３は、バス５４を介して相互に接続されている。この
バス５４にはまた、入出力インターフェース５５も接続されている。
【００４３】
　入出力インターフェース５５には、デュアルディスプレイ機能を有するビデオカード（
グラフィックスボード）からなる表示制御部５６、スピーカ５７、リモートコントローラ
（以下、リモコンと称する）７１からの信号である赤外線を受光する受光部５８、キーボ
ードおよびマウスなどよりなる入力部５９、ハードディスクなどより構成される記憶部６
０、並びにネットワーク２３を介しての他のブロック（図１で示される、コンテンツ記録
部２２－１またはコンテンツ記録部２２－２）との通信処理を制御する通信部６１が接続
されている。
【００４４】
　表示制御部５６には、PCモニタ１１およびTV受像機１２が接続されている。すなわち、
表示制御部５６は、PCモニタ１１用のビデオ出力端子およびTV受像機１２用のビデオ出力
端子、例えば、Dsub（D subminiature）端子、DVI（Digital Visual Interface）端子、
Ｓ（Separate）端子、およびＤ（Detection）端子などの２系統の出力端子を備えている
。
【００４５】
　なお、１個のビデオカードである表示制御部５６に、２系統の出力端子が設けられてい
るように説明したが、デュアルディスプレイ機能を実現するために、２個のビデオカード
、すなわち、２つの表示制御部５６を入出力インターフェース５５に接続し、一方の表示
制御部５６にPCモニタ１１を接続し、他方の表示制御部５６にTV受像機１２を接続するよ
うにしてもよい。
【００４６】
　また、通信部６１は、ネットワーク２３とは異なる形態のネットワークとも接続可能で
ある。
【００４７】
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　入出力インターフェース５５にはまた、必要に応じてドライブ６２が接続され、磁気デ
ィスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリなどのリムーバブル記録媒体
６３が適宜装着され、それらから読み出されたコンピュータプログラムやデータが、必要
に応じて記憶部６０にインストールされる。
【００４８】
　図３は、コンテンツ記録部２２－１の構成の例を示すブロック図である。
【００４９】
　図３で示されるコンテンツ記録部２２－１（コンテンツ記録部２２）において、CPU８
１は、ROM８２に記憶されているプログラムに従って各種の処理を実行する。或いは、CPU
８１は、図１の主制御部２１からネットワーク２３を介して送信されてきたプログラムを
、ネットワーク通信制御部８８とバス８７とを介して受信し、RAM８３にロードする。そ
して、CPU８１は、そのプログラムに従って各種の処理を実行することもある。RAM８３に
はまた、CPU８１が各種の処理を実行する上において必要なデータなども適宜記憶される
。
【００５０】
　CPU８１，ROM８２、およびRAM８３は、バス８４を介して相互に接続されている。この
バス８４にはまた、コンテンツ取得部８５およびHDD（Hard Disk Drive）８６が接続
されている。
【００５１】
　コンテンツ取得部８５は、複数の放送局から同時間帯に放送される各放送番組（コンテ
ンツ）のそれぞれを同時に受信（取得）できるように構成される。具体的には、例えば、
図３で示される例においては、コンテンツ取得部８５は、３つの放送局のそれぞれから放
送される３つの放送番組を同時に受信できるように構成されている。すなわち、コンテン
ツ取得部８５には、３つのチューナ１０１－１乃至チューナ１０１－３、３つのA/D（Ana
log to Digital）変換部１０２－１乃至A/D変換部１０２－３、および３つのエンコーダ
１０３－１乃至エンコーダ１０３－３が設けられている。
【００５２】
　なお、以下、３つのチューナ１０１－１乃至チューナ１０１－３のそれぞれを個々に区
別する必要がないとき、単に、チューナ１０１と称する。同様に、３つのA/D変換部１０
２－１乃至A/D変換部１０２－３のそれぞれを個々に区別する必要がないとき、単に、A/D
変換部１０２と称する。また、３つのエンコーダ１０３－１乃至エンコーダ１０３－３の
それぞれを個々に区別する必要がないとき、単に、エンコーダ１０３と称する。
【００５３】
　チューナ１０１は、図示せぬアンテナに受信された地上波または衛星波のテレビジョン
放送の放送電波を復調し、その結果得られる映像信号と音声信号をA/D変換部１０２に供
給する。
【００５４】
　すなわち、CPU８１により指定されたチャンネルの放送電波、より正確には、そのチャ
ンネルが割り当てられた放送局から放送された放送番組を構成する電波がアンテナに受信
されると、チューナ１０１は、それを復調して、その結果得られるアナログの映像信号と
音声信号をA/D変換部１０２に供給する。
【００５５】
　なお、このように、放送番組は放送局から放送されるものであるが、以下、説明の簡略
上、（その放送局が割り当てられている）チャンネルから放送番組が放送されるといった
表現で説明していく。
【００５６】
　A/D変換部１０２は、チューナ１０１から供給されたアナログの映像信号と音声信号に
対してA/D変換を施し、その結果得られるデジタルの映像信号と音声信号をエンコーダ１
０３に供給する。なお、以下、A/D変換部１０２から出力されるデジタル信号、すなわち
、所定の放送番組を構成するデジタルの映像信号と音声信号とをまとめて、コンテンツデ
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ータと称する。
【００５７】
　エンコーダ１０３は、A/D変換部１０２から供給されるコンテンツデータを、例えばMPE
G（Moving Picture Experts Group）方式でエンコード（圧縮符号化）した上で、記録制
御部１０４に供給する。なお、以下、エンコーダ１０３から出力されるエンコード済みの
コンテンツデータを、圧縮コンテンツデータと称する。
【００５８】
　記録制御部１０４は、エンコーダ１０３－１乃至エンコーダ１０３－３のそれぞれから
供給される圧縮コンテンツデータのそれぞれを、ファイル形式でHDD８６に記憶させる。
【００５９】
　また、HDD８６の録画単位は必ずしも１つの放送番組とはならず、正確には、１つの録
画予約で特定される所定のチャンネルの放送内容となる。この放送内容には、１以上の放
送番組が含まれ得る（さらに、必ずしも放送番組の全てが含まれるとは限らず、放送番組
の一部分のみが含まれることもある）。従って、HDD８６に記録される１つのファイルに
は、所定のチャンネルから放送された１つの放送番組が含まれることもあるし、そのチャ
ンネルから放送された２以上の放送番組が含まれることもある。
【００６０】
　さらに、HDD８６には、録画された放送番組の番組情報（メタデータ）も記憶される。
【００６１】
　なお、本実施の形態では、HDD８６に記憶される番組情報は、ネットワーク２３に接続
される他のサーバ（図示せず）から供給されるとする。すなわち、本実施の形態において
は、CPU８１が、ネットワーク２３とネットワーク通信制御部８８を介して各放送番組の
番組情報を適宜取得し、HDD８６に記憶させるとする。
【００６２】
　ただし、番組情報の取得方法は、本実施の形態の例に限定されず任意の方法でよい。例
えば、コンテンツ取得部８５が、受信された地上波のテレビジョン放送信号の垂直ブラン
キング期間から番組情報を抽出したり、受信された衛星波のテレビジョン放送信号から番
組情報を抽出したりするといった方法でもよい。
【００６３】
　ところで、CPU８１はまたバス８７に接続されており、このバス８７にはまたネットワ
ーク通信制御部８８が接続されている。ネットワーク通信制御部８８は、ネットワーク２
３を介しての他のブロック（図１で示される例では、主制御部２１等）との通信処理を制
御する。
【００６４】
　なお、コンテンツ記録部２２－２もコンテンツ記録部２２－１と同様に構成されるので
、コンテンツ記録部２２－２の説明は省略する。以下、必要に応じて図３をコンテンツ記
録部２２－２の構成としても適宜引用する。
【００６５】
　また、上述した例では、PC１に搭載されるチューナの台数は６台とされた。すなわち、
コンテンツ記録部２２－１に３台のチューナ１０１－１乃至１０１－３が搭載され、コン
テンツ記録部２２－２に３台のチューナ１０１－１乃至１０１－３が搭載されるとされた
（そのように図示されている）。しかしながら、PC１に搭載されるチューナの台数は、上
述した例に限定されず任意の台数でよい。また、チューナの搭載場所も特に限定されず、
例えば、主制御部２１に任意の台数のチューナが搭載されてもよい。
【００６６】
　図４は、主制御部２１のCPU５１が実行する画像調整プログラム１３１の機能の構成の
例を示すブロック図である。
【００６７】
　画像調整プログラム１３１は、TV受像機１２に表示される画像の大きさや表示位置など
を調整する。
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【００６８】
　画像調整プログラム１３１は、イメージ生成部１４１、解像度調整部１４２、画像調整
部１４３、および表示制御部１４４を含むように構成される。
【００６９】
　コンテンツ再生部１３２は、各種のコンテンツを再生し、再生したコンテンツを画像調
整プログラム１３１に供給する。例えば、コンテンツ再生部１３２は、主制御部２１の記
憶部６０やコンテンツ記録部２２のHDD８６などに記録（記憶）されているコンテンツで
ある動画像や静止画像、またはネットワーク２３および通信部６１を介して供給される動
画像や静止画像であって、符号化されている動画像や静止画像を復号することにより再生
する。また、コンテンツ再生部１３２は、復号し、再生した動画像や静止画像を画像調整
プログラム１３１の表示制御部１４４に供給する。
【００７０】
　イメージ生成部１４１は、ユーザが入力部５９を操作することにより、入力部５９から
供給される信号（ユーザからの指令）に応じて、GUI（例えば、図７でGUIの画像２１１を
示す）のイメージデータを生成する。また、イメージ生成部１４１は、生成したGUIのイ
メージデータを解像度調整部１４２に供給する。
【００７１】
　解像度調整部１４２は、イメージ生成部１４１から供給されたGUIのイメージデータの
解像度をTV受像機１２の画面の解像度にあわせるように調整し、調整したGUIのイメージ
データを画像調整部１４３に供給する。
【００７２】
　画像調整部１４３は、解像度調整部１４２から供給されたGUIのイメージデータによる
画像の大きさや表示位置などを調整し、調整したGUIのイメージデータを表示制御部１４
４に供給する。
【００７３】
　また、画像調整部１４３は、ユーザにTV受像機１２の画面のセーフティエリアの大きさ
や表示位置の設定を変更させるための、図１１を参照して後述する設定ウィンドウ２６１
を表示制御部１４４に供給する。
【００７４】
　画像調整部１４３は、画像縮小部１５１および表示位置変更部１５２を含むように構成
される。
【００７５】
　画像縮小部１５１は、解像度調整部１４２から供給されたGUIのイメージデータを、TV
受像機１２の画面のセーフティエリアに応じて予め設定された縮小率で縮小する。また、
画像縮小部１５１は、縮小したGUIのイメージデータを表示制御部１４４に供給する。す
なわち、画像縮小部１５１から出力されるイメージデータと画像縮小部１５１に入力され
るイメージデータとの比率が、予め設定された縮小率と等しくなるように、GUIのイメー
ジデータは縮小される。
【００７６】
　さらに、画像縮小部１５１は、ユーザからの指示（設定）に応じて、GUIのイメージデ
ータの縮小率を変更し、変更した縮小率に応じてGUIのイメージデータを縮小する。画像
縮小部１５１は、縮小したGUIのイメージデータを表示制御部１４４に供給する。
【００７７】
　表示位置変更部１５２は、ユーザからの指示に応じて、GUIの画像の表示位置の変更を
示すデータを表示制御部１４４に供給する。
【００７８】
　表示制御部１４４は、コンテンツ再生部１３２から供給された画像（動画像や静止画像
）に、画像調整部１４３から供給されたGUIのイメージデータを重畳する。この場合、表
示制御部１４４は、画像調整部１４３の表示位置変更部１５２から供給されたデータで示
される、GUIの画像の表示位置にGUIのイメージデータを重畳する。
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【００７９】
　また、表示制御部１４４は、コンテンツ再生部１３２から供給された画像に対して、重
畳した画像をTV受像機１２に供給し、表示させる。さらに、表示制御部１４４は、画像調
整部１４３から供給された設定ウィンドウ２６１（図１１参照）をPCモニタ１１に供給し
、表示させる。
【００８０】
　次に、図５のフローチャートを参照して、画像調整プログラム１３１を実行する主制御
部２１のCPU５１による、画像の表示の処理を説明する。この処理は、ユーザが入力部５
９やリモコン７１を操作することによって、動画像や静止画像の再生が指示されることで
開始される。
【００８１】
　ステップＳ１において、コンテンツ再生部１３２は、記憶部６０やHDD８６などより、
ユーザから表示（再生）を指示された画像を取得し、再生する。例えば、コンテンツ再生
部１３２は、HDD８６に記録されている動画像を取得し、表示制御部１４４に供給する。
【００８２】
　ステップＳ２において、イメージ生成部１４１は、入力部５９またはリモコン７１（受
光部５８）から供給される信号を基に、図７を参照して後述するGUIの画像２１１のTV受
像機１２の画面２０１（図６参照）への表示が要求されたか否かを判定する。
【００８３】
　ステップＳ２において、GUIの画像２１１のTV受像機１２の画面２０１への表示が要求
されていないと判定された場合、ステップＳ３に進み、表示制御部１４４は、ステップＳ
１の処理により取得された（ユーザから表示が指示された）画像をTV受像機１２に表示さ
せる。
【００８４】
　図６は、TV受像機１２に供給される画像全体の画面２０１および画面２０１のセーフテ
ィエリア２０２を説明する図である。ここで、画面２０１とは、TV受像機１２の解像度が
１９２０×１０８０ピクセルである場合、これに合わせた画像全体、すなわち、１９２０
×１０８０ピクセル全体を表す。
【００８５】
　図６で示される斜線部分（セーフティエリア２０２の周り）は、TV受像機１２に表示方
式としてオーバースキャン方式が用いられているために、TV受像機１２において表示され
ない部分を示す。TV受像機１２において、画面２０１全体のうちの上下左右の端の画像部
分は表示されない。
【００８６】
　すなわち、TV受像機１２は、表示制御部１４４の制御の基、ステップＳ３の処理におい
て、画面２０１のうちのセーフティエリア２０２の動画像（図６で示される例ではサッカ
ーの試合の動画像）を表示する。
【００８７】
　このとき、ステップＳ１の処理により取得され、ステップＳ３の処理により表示される
のは、動画像に限らず、静止画像であってもよい。
【００８８】
　ステップＳ３の処理の後、手続きは、ステップＳ１に戻り、上述した処理が実行される
。
【００８９】
　ステップＳ２の処理において、GUIの画像２１１のTV受像機１２への表示が要求されて
いると判定された場合、ステップＳ４に進み、イメージ生成部１４１は、TV受像機１２へ
のGUIのイメージデータを生成する。
【００９０】
　図７は、GUIの画像２１１の例を示す図である。ここで、GUIの画像２１１は、PC１にお
いて、所定のアプリケーションプログラムが実行されることで表示されるウィンドウであ
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る。
【００９１】
　GUIの画像２１１の右上部の操作表示部２２１には、ユーザが入力部５９であるマウス
を操作し、画面２０１に表示される図示せぬカーソルを利用して、例えば、GUIの画像２
１１を閉じたり、GUIの画像２１１のサイズを変更したり、最小化したり、ヘルプ画面な
どを表示させたりするための複数のボタン（アイコン）が表示されている。また、GUIの
画像２１１の下部には、リモコン７１による操作方法を案内するガイダンス表示２２２が
表示されている。
【００９２】
　また、GUIの画像２１１には、アイコン選択領域２２３が設けられている。ユーザは、
ガイダンス表示２２２に従って、例えば、リモコン７１を操作することで、アイコン２３
１乃至アイコン２３５を上下方向（縦方向）に移動させ、アイコン選択領域２２３に表示
されているアイコンを選択することで、アイコン２３１乃至アイコン２３５のそれぞれに
対応する機能（アプリケーションプログラム）を実行させることができる。
【００９３】
　すなわち、例えば、ユーザによって、“テレビ・ビデオ”のアイコン２３１が選択され
た場合、放送中のテレビ番組の視聴、録画または録画予約、またはDVD（Digital Versati
le Disk）の作成を行うアプリケーションプログラムなどが実行され、“ミュージック”
のアイコン２３２が選択された場合、記憶部６０やHDD８６などに記録されている音楽を
再生するアプリケーションプログラムなどが実行され、“フォト”のアイコン２３３が選
択された場合、写真（静止画像データ）の取り込み、または記憶部６０やHDD８６などに
記録されている画像のスライドショーの再生を行うアプリケーションプログラムなどが実
行される。
【００９４】
　また、例えば、ユーザによって、“パーソナルビデオ”のアイコン２３４が選択された
場合、記憶部６０やHDD８６などに記録されている動画像データのファイルの再生またはD
VDの作成を行うアプリケーションプログラムなどが実行され、“CD・DVD”のアイコン２
３５が選択された場合、音楽CD（Compact Disc）の録音、再生、またはDVDビデオの再生
を行うアプリケーションプログラムなどが実行される。
【００９５】
　ステップＳ５において、解像度調整部１４２は、TV受像機１２の画面２０１の解像度を
調整する。すなわち、解像度調整部１４２は、ステップＳ５の処理において、PC１に設け
られ、TV受像機１２が接続されている端子を基に、TV受像機１２の解像度を認識し、ステ
ップＳ４の処理により生成されたGUIのイメージデータの解像度をTV受像機１２の画面２
０１の解像度にあわせるように調整（設定）する。
【００９６】
　例えば、PC１のＤ１端子にTV受像機１２が接続されている場合、総走査線数は５２５ｉ
となり、TV受像機１２の画面２０１の解像度は、総走査線数の５２５ｉに対応する有効画
素数の７２０×４８０ピクセルとされ、GUIのイメージデータの解像度は、７２０×４８
０ピクセルにあうように調整される。
【００９７】
　また、PC１のＤ２端子にTV受像機１２が接続されている場合、総走査線数は５２５ｉま
たは５２５ｐとなり、TV受像機１２の画面２０１の解像度は、総走査線数の５２５ｉに対
応する有効画素数の７２０×４８０ピクセルまたは総走査線数の５２５ｐに対応する有効
画素数の７２０×４８０ピクセルとされ、GUIのイメージデータの解像度は、７２０×４
８０ピクセルにあうように調整される。
【００９８】
　また、PC１のＤ３端子にTV受像機１２が接続されている場合、総走査線数は５２５ｉ，
５２５ｐ、または１１２５ｉのいずれかとなり、TV受像機１２の画面２０１の解像度は、
総走査線数の５２５ｉに対応する有効画素数の７２０×４８０ピクセル、総走査線数の５



(14) JP 4771111 B2 2011.9.14

10

20

30

40

50

２５ｐに対応する有効画素数の７２０×４８０ピクセル、または総走査線数の１１２５ｉ
に対応する有効画素数の１９２０×１０８０ピクセルのいずれかとされ、GUIのイメージ
データの解像度は、７２０×４８０ピクセルまたは１９２０×１０８０ピクセルのいずれ
かにあうように調整される。
【００９９】
　さらにまた、PC１のＤ４端子にTV受像機１２が接続されている場合、総走査線数は５２
５ｉ，５２５ｐ，１１２５ｉ、または７５０ｐのいずれかとなり、TV受像機１２の画面２
０１の解像度は、総走査線数の５２５ｉに対応する有効画素数の７２０×４８０ピクセル
、総走査線数の５２５ｐに対応する有効画素数の７２０×４８０ピクセル、総走査線数の
１１２５ｉに対応する有効画素数の１９２０×１０８０ピクセル、または総走査線数の７
５０ｐに対応する有効画素数の１２８０×７２０ピクセルのいずれかとされ、GUIのイメ
ージデータの解像度は、７２０×４８０ピクセル、１９２０×１０８０ピクセル、または
１２８０×７２０ピクセルのいずれかにあうように調整される。
【０１００】
　なお、上述した５２５ｉおよび１１２５ｉの“ｉ”は走査方式がインターレース方式で
あることを表し、５２５ｐおよび７５０ｐの“ｐ”は走査方式がプログレッシブ方式であ
ることを表している。
【０１０１】
　ステップＳ６において、画像縮小部１５１は、TV受像機１２におけるイメージデータに
対するセーフティエリア２０２の大きさを基に、GUIのイメージデータの大きさ（サイズ
）を縮小する。すなわち、画像縮小部１５１は、ステップＳ６の処理において、GUIのイ
メージデータをTV受像機１２における画面２０１全体に対するセーフティエリア２０２に
応じて予め設定された縮小率で縮小する。
【０１０２】
　なお、セーフティエリア２０２に応じて予め設定される縮小率は、GUIの画像２１１が
セーフティエリア２０２と同じ大きさまたはセーフティエリア２０２より小さくなるよう
な縮小率に設定される。
【０１０３】
　例えば、画面２０１全体に表示されるGUIの画像２１１を１００％とした場合、縮小率
は、８０％とされる。
【０１０４】
　ステップＳ７において、表示制御部１４４は、ステップＳ１の処理により取得された画
像にステップＳ６の処理により縮小されたGUIのイメージデータを重畳する。すなわち、
例えば、図８で示されるように、図６で示されるセーフティエリア２０２に表示されてい
る動画像に、ステップＳ６の処理により縮小された図７で示されるGUIの画像２１１が重
畳される。
【０１０５】
　なお、図８で示されるGUIの画像２１１は、セーフティエリア２０２より小さい画像と
して、図示されているが、GUIの画像２１１はセーフティエリア２０２と同じ大きさの画
像となるように縮小され、表示されるようにしてもよい。
【０１０６】
　ステップＳ７の処理の後、手続きは、ステップＳ３に戻り、表示制御部１４４の制御の
基、TV受像機１２は、ステップＳ７の処理によって重畳されたGUIのイメージデータによ
る画像２１１を表示する。
【０１０７】
　なお、セーフティエリア２０２に応じて予め設定された縮小率で縮小されるのは、GUI
の画像２１１（GUIのイメージデータ）に限らず、種々の静止画像、または動画像に適用
してもよい。
【０１０８】
　以上のように、PC１において実行されるアプリケーションプログラムによって生成され
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る画像を、TV受像機１２のセーフティエリア２０２のサイズと同じサイズまたはセーフテ
ィエリア２０２より小さいサイズに縮小することで、PC１において実行されるアプリケー
ションプログラムによって生成される画像を、PCモニタ１１と同様に、TV受像機１２の画
面２０１に過不足なく表示することができる。
【０１０９】
　また、これにより、GUIの画像２１１などのように、画像の上下左右の端にアイコンな
どのGUIが配置されている画像がTV受像機１２の画面２０１に表示されても、上下左右のG
UIが表示されず、ユーザによる、TV受像機１２の画面２０１上でのアプリケーションプロ
グラムの利用に支障がでることを防ぐことができる。したがって、ユーザによるPC１など
の装置の操作性を向上させることができる。
【０１１０】
　本発明の効果を、再度、例示すると次のようになる。
【０１１１】
　図９は、GUIのイメージデータを縮小せずに、TV受像機１２の画面２０１にそのまま表
示した場合のGUIの画像２１１を示す図である。
【０１１２】
　図９で示されるように、TV受像機１２には、表示方式として、オーバースキャン方式が
用いられているため、表示方式がアンダースキャン方式であるPCモニタ１１で表示される
ように、過不足なくGUIの画像２１１全体が表示されることはなく、セーフティエリア２
０２の範囲内でしかGUIの画像２１１は表示されない。すなわち、GUIの画像２１１の上下
左右の端の部分の画像、例えば、操作表示部２２１やガイダンス表示２２２などが表示さ
れなくなってしまう。
【０１１３】
　このため、図９で示されるTV受像機１２の画面２０１上では、操作表示部２２１やガイ
ダンス表示２２２を利用することができず、ユーザによるGUIの画像２１１の操作に支障
をきたしてしまう。
【０１１４】
　このような問題を解決するために、本発明においては、GUIの画像２１１がセーフティ
エリア２０２と同じサイズまたはセーフティエリア２０２より小さいサイズに縮小される
。これにより、図８で示されるように、操作表示部２２１やガイダンス表示２２２が画面
２０１のセーフティエリア２０２に表示されるようになり、ユーザによるGUIの画像２１
１の操作に支障がでることを防ぐことができる。
【０１１５】
　以上のように、本発明によれば、過不足なく画像全体を表示させると共に、装置の操作
性を向上させることができる。
【０１１６】
　図１０のフローチャートを参照して、画像調整プログラム１３１を実行する主制御部２
１のCPU５１による、GUI（の画像２１１）の設定の処理を説明する。この処理は、ユーザ
が入力部５９やリモコン７１など操作し、ユーザにTV受像機１２の画面２０１のセーフテ
ィエリア２０２における、GUIの画像２１１の大きさや表示位置を設定（変更）させる設
定ウィンドウ２６１（図１１参照）の表示が指示されることで開始される。
【０１１７】
　ステップＳ３１において、画像調整部１４３は、表示制御部１４４を介し、GUIの画像
２１１の設定ウィンドウ２６１をPCモニタ１１に表示させる。
【０１１８】
　図１１は、設定ウィンドウ２６１の例を示す図である。
【０１１９】
　設定ウィンドウ２６１には、TV受像機１２の画面２０１全体を１００％とした場合にお
ける、現在のGUIの画像２１１の大きさの縮小率が表示されるメニュー２７１、インクリ
メントボタン２７２、およびデクリメントボタン２７３が配置されている。
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【０１２０】
　なお、メニュー２７１の左側には、“セーフティエリア”と図示されているが、メニュ
ー２７１に表示される数字（図１１の例では、メニュー２７１には、８０％と表示されて
いる）は、GUIの画像２１１の縮小率を示している。
【０１２１】
　また、設定ウィンドウ２６１には、GUIの画像２１１の画面２０１上の水平方向の位置
を調整するためのボタン２７４およびボタン２７５が表示され、GUIの画像２１１の画面
２０１上の垂直方向の位置を調整するためのボタン２７６およびボタン２７７が表示され
ている。
【０１２２】
　さらにまた、設定ウィンドウ２６１には、OKボタン２８１、キャンセルボタン２８２、
およびヘルプボタン２８３が表示されている。
【０１２３】
　ステップＳ３２において、画像調整部１４３は、入力部５９から供給される信号を基に
、設定ウィンドウ２６１において、GUIの画像２１１の大きさの縮小率の変更が指示され
たか否かを判定する。
【０１２４】
　ステップＳ３２において、設定ウィンドウ２６１において、GUIの画像２１１の大きさ
の縮小率の変更が指示されと判定された場合、すなわち、ユーザが入力部５９であるマウ
スを用いて、インクリメントボタン２７２またはデクリメントボタン２７３を操作した場
合、ステップＳ３３に進み、画像縮小部１５１は、変更された（メニュー２７１に表示さ
れている）縮小率を基に、TV受像機１２における、GUIの画像２１１の大きさを変更する
。
【０１２５】
　このとき、ユーザは、例えば、図８で示されるTV受像機１２の画面２０１のセーフティ
エリア２０２に表示されているGUIの画像２１１を見ながら、入力部５９であるマウスを
用いて、PCモニタ１１の画面に表示されている設定ウィンドウ２６１を操作する。
【０１２６】
　ユーザによって、PCモニタ１１に表示されている設定ウィンドウ２６１のインクリメン
トボタン２７２がクリック（押下）された場合、メニュー２７１に示されている数値（縮
小率）が１（１％）だけインクリメントされ、TV受像機１２の画面２０１に表示されてい
るGUIの画像２１１がインクリメントされた１％だけ増えた縮小率で縮小される。
【０１２７】
　逆に、デクリメントボタン２７３がクリック（押下）された場合、メニュー２７１に表
示されている数値が、１（１％）だけデクリメントされ、TV受像機１２の画面２０１に表
示されているGUIの画像２１１がデクリメントされた１％だけ減少した縮小率で縮小され
る。
【０１２８】
　換言すれば、ステップＳ３３の処理において、画像縮小部１５１および表示制御部１４
４の制御の基、変更された縮小率で縮小されたGUIの画像２１１（GUIのイメージデータ）
が、例えば、図５のステップＳ１の処理により取得された画像に重畳されてTV受像機１２
に出力される。
【０１２９】
　ステップＳ３２において、設定ウィンドウ２６１において、GUIの画像２１１の大きさ
の縮小率の変更が指示されていないと判定された場合、ステップＳ３３の処理はスキップ
され、手続きは、ステップＳ３４に進む。
【０１３０】
　ステップＳ３４において、画像調整部１４３は、設定ウィンドウ２６１において、GUI
の画像２１１の水平方向の表示位置の変更が指示されたか否かを判定する。
【０１３１】
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　ステップＳ３４において、設定ウィンドウ２６１において、GUIの画像２１１の水平方
向の表示位置の変更が指示されたと判定された場合、すなわち、ユーザによってボタン２
７４またはボタン２７５が操作された場合、ステップＳ３５に進み、表示位置変更部１５
２は、TV受像機１２における、GUIの画像２１１の水平方向の表示位置を変更する。
【０１３２】
　このとき、ユーザは、例えば、図８で示されるTV受像機１２の画面２０１のセーフティ
エリア２０２に表示されているGUIの画像２１１を見ながら、入力部５９であるマウスを
利用し、PCモニタ１１の画面に表示されている設定ウィンドウ２６１を操作する。
【０１３３】
　ユーザによって、設定ウィンドウ２６１の“左方向に移動”と表示されたボタン２７４
がクリック（押下）されることで、GUIの画像２１１は、左方向に予め設定されている長
さ（画素数）だけ移動される。同様に、ユーザによって“右方向に移動”と表示されたボ
タン２７５がクリックされることで、GUIの画像２１１は、右方向に予め設定されている
長さ（画素数）だけ移動される。
【０１３４】
　具体的には、表示位置変更部１５２は、ユーザによるボタン２７４またはボタン２７５
への操作に応じた、図５のステップＳ１の処理より取得された画像に対する、GUIの画像
２１１を重畳する位置を示すデータを表示制御部１４４に供給する。
【０１３５】
　表示制御部１４４は、表示位置変更部１５２から供給されたデータで示される、ステッ
プＳ１の処理により取得された画像上の位置にGUIの画像２１１を重畳する。
【０１３６】
　換言すれば、ステップＳ３５の処理において、表示位置変更部１５２および表示制御部
１４４の制御の基、画面２０１の水平方向に表示位置が変更されたGUIの画像２１１が、
例えば、図５のステップＳ１の処理により取得された画像に重畳されてTV受像機１２に出
力される。
【０１３７】
　ステップＳ３４において、設定ウィンドウ２６１において、GUIの画像２１１の水平方
向の表示位置の変更が指示されていないと判定された場合、ステップＳ３５の処理はスキ
ップされ、手続きは、ステップＳ３６に進む。
【０１３８】
　ステップＳ３６において、画像調整部１４３は、設定ウィンドウ２６１において、GUI
の画像２１１の垂直方向の表示位置の変更が指示されたか否かを判定する。
【０１３９】
　ステップＳ３６において、設定ウィンドウ２６１において、GUIの画像２１１の垂直方
向の表示位置の変更が指示されたと判定された場合、すなわち、ユーザによってボタン２
７６またはボタン２７７が操作された場合、ステップＳ３７に進み、表示位置変更部１５
２は、TV受像機１２における、GUIの画像２１１の垂直方向の表示位置を変更する。
【０１４０】
　このとき、ユーザは、図８で示されるTV受像機１２の画面２０１のセーフティエリア２
０２に表示されているGUIの画像２１１を見ながら、入力部５９であるマウスを利用し、P
Cモニタ１１の画面に表示されている設定ウィンドウ２６１を操作する。
【０１４１】
　ユーザによって、設定ウィンドウ２６１の“下方向に移動”と表示されたボタン２７６
がクリック（押下）されることで、GUIの画像２１１は、下方向に予め設定されている長
さ（画素数）だけ移動される。同様に、ユーザによって“上方向に移動”と表示されたボ
タン２７７がクリックされることで、GUIの画像２１１は、上方向に予め設定されている
長さ（画素数）だけ移動される。
【０１４２】
　具体的には、表示位置変更部１５２は、ユーザによるボタン２７６またはボタン２７７
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への操作に応じた、図５のステップＳ１の処理より取得された画像に対する、GUIの画像
２１１を重畳する位置を示すデータを表示制御部１４４に供給する。
【０１４３】
　表示制御部１４４は、表示位置変更部１５２から供給されたデータで示される、ステッ
プＳ１の処理により取得された画像上の位置にGUIの画像２１１を重畳する。
【０１４４】
　換言すれば、ステップＳ３７の処理において、表示位置変更部１５２および表示制御部
１４４の制御の基、画面２０１の垂直方向に表示位置が変更されたGUIの画像２１１が、
例えば、図５のステップＳ１の処理により取得された画像に重畳されてTV受像機１２に出
力される。
【０１４５】
　ステップＳ３６において、設定ウィンドウ２６１において、GUIの画像２１１の垂直方
向の表示位置の変更が指示されていないと判定された場合、ステップＳ３７の処理はスキ
ップされ、手続きは、ステップＳ３８に進む。
【０１４６】
　ステップＳ３８において、画像調整部１４３は、ユーザが入力部５９であるマウスを操
作することにより、OKボタン２８１が押下（クリック）されたか否かを判定する。ステッ
プＳ３８において、OKボタン２８１が押下されたと判定された場合、ステップＳ３９に進
み、画像調整部１４３は、現在のGUIの画像２１１の大きさ（メニュー２７１に表示され
ている縮小率）および表示位置を既定値とする。
【０１４７】
　なお、キャンセルボタン２８２は、GUIの画像２１１の大きさの縮小率、水平方向の調
整、および垂直方向の調整を初期化するためのボタンである。ヘルプボタン２８３は、設
定ウィンドウ２６１の操作方法の詳細が記載されているヘルプメニューを表示させるため
のボタンである。
【０１４８】
　ステップＳ３９の後、処理は終了する。
【０１４９】
　ステップＳ３８において、OKボタン２８１が押下されていないと判定された場合、ステ
ップＳ３１に戻り、上述した処理が繰り返される。
【０１５０】
　なお、本発明においては、PC１（の表示制御部５６）に設けられ、PC１とTV受像機１２
とが接続される端子がＤ端子であるように記載したが、これに限らず、種々の端子に適用
してもよい。例えば、コンポーネント端子、HDMI（High-Definition Multimedia Interfa
ce）端子、およびDVI端子などがPC１に設けられ、PC１とTV受像機１２とが接続されるよ
うな場合においても、本発明は適用可能である。
【０１５１】
　以上のように、ユーザは、TV受像機１２に表示されているGUIの画像２１１を見ながら
、PC１のPCモニタ１１に表示される設定ウィンドウ２６１を操作することで、TV受像機１
２に表示されているGUIの画像２１１の大きさおよび表示位置を設定（調整）することが
できる。
【０１５２】
　すなわち、ユーザは、TV受像機１２を直接操作することなしに、PC１上でTV受像機１２
の画像の表示に関する設定処理を行うことができるため、PC１から出力される画像をTV受
像機１２に表示させるための設定の操作を、PC１およびTV受像機１２において、個々に行
う必要がないため、ユーザによる装置の操作性が向上し、ユーザは、簡単にPC１から出力
される画像をTV受像機１２に表示させるための設定の操作を行うことができる。
【０１５３】
　本発明に係る表示制御装置の実施の形態は、図１に示されるPC１に限定されず、記録媒
体の記録および読み出しの制御が可能な表示制御装置であれば構わない。具体的には、例
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えば、PDA（Personal Digital Assistants）、携帯電話機等様々な実施の形態が可能であ
る。
【０１５４】
　このように、１台のPCに２台以上の表示装置を接続し、画像を表示させるようにした場
合、画像が表示される表示領域を広くまたは多くすることができる。画像全体に対する表
示範囲の大きさに応じて予め設定されている縮小率を基に、画像を縮小し、縮小された画
像の、表示装置への表示を制御するようにした場合には、セーフティエリアを有するTV受
像機の画面上で過不足のない画像を表示させることができる。
【０１５５】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるが、ソフトウェア
により実行させることもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、
そのソフトウェアを構成するプログラムが、専用のハードウェアに組み込まれているコン
ピュータ、または各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行するこ
とが可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、記録媒体からインストールさ
れる。
【０１５６】
　この記録媒体は、図２で示されるリムーバブル記録媒体６３のように、コンピュータと
は別に、ユーザにプログラムを提供するために配布される、プログラムが記録されている
磁気ディスク（フレキシブルディスクを含む）、光ディスク（CD-ROM（Compact Disk Rea
d-Only Memory），DVD（Digital Versatile Disc）を含む）、光磁気ディスク（MD（Mini
 Disc）（商標）を含む）、若しくは半導体メモリなどよりなるパッケージメディアによ
り構成されるだけでなく、コンピュータに予め組み込まれた状態でユーザに提供される、
プログラムが記録されているROM（Read Only Memory）もしくはハードディスクなどで構
成される。
【０１５７】
　なお、上述した一連の処理を実行させるプログラムは、必要に応じてルータ、モデムな
どのインターフェースを介して、ローカルエリアネットワーク、インターネット、デジタ
ル衛星放送といった、有線または無線の通信媒体を介してコンピュータにインストールさ
れるようにしてもよい。
【０１５８】
　また、本明細書において、記録媒体に格納されるプログラムを記述するステップは、記
載された順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理され
なくても、並列的あるいは個別に実行される処理を含むものである。
【図面の簡単な説明】
【０１５９】
【図１】本発明に係るパーソナルコンピュータの構成の例を示すブロック図である。
【図２】図１の主制御部の構成の例を示すブロック図である。
【図３】図１のコンテンツ記録部の構成の例を示すブロック図である。
【図４】主制御部のCPUが実行する画像調整プログラムの機能の構成の例を示すブロック
図である。
【図５】画像の表示の処理を説明するフローチャートである。
【図６】テレビジョン受像機の画面およびセーフティエリアを説明する図である。
【図７】グラフィカルユーザインターフェースの画像を説明する図である。
【図８】セーフティエリアを考慮した場合に、テレビジョン受像機に表示されるグラフィ
カルユーザインターフェースの画像を説明する図である。
【図９】セーフティエリアを考慮しない場合に、テレビジョン受像機に表示されるグラフ
ィカルユーザインターフェースの画像を説明する図である。
【図１０】グラフィカルユーザインターフェースの設定の処理を説明するフローチャート
である。
【図１１】グラフィカルユーザインターフェースの設定ウィンドウの例を説明する図であ
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【符号の説明】
【０１６０】
　１　パーソナルコンピュータ，　１１　パーソナルコンピュータ用のモニタ，　１２　
テレビジョン受像機，　２１　主制御部，　２２並びに２２－１および２２－２　コンテ
ンツ記録部，　１３１　画像調整プログラム，　１３２　コンテンツ再生部，　１４１　
イメージ生成部，　１４２　解像度調整部，　１４３　画像調整部，　１５１　画像縮小
部，　１５２　表示位置変更部，　１４４　表示制御部，　２０１　画面，　２０２　セ
ーフティエリア，　２１１　グラフィカルユーザインターフェースの画像，　２６１　設
定ウィンドウ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(22) JP 4771111 B2 2011.9.14

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(23) JP 4771111 B2 2011.9.14

【図１１】



(24) JP 4771111 B2 2011.9.14

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   5/36    ５２０Ｍ          　　　　　

(72)発明者  坂田　治彦
            東京都品川区北品川６丁目７番３５号　ソニー株式会社内
(72)発明者  吉田　浩幸
            東京都品川区北品川６丁目７番３５号　ソニー株式会社内
(72)発明者  田島　寛起
            東京都品川区北品川６丁目７番３５号　ソニー株式会社内

    審査官  円子　英紀

(56)参考文献  特開２０００－０８１８６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－０３２２７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－２２８３６３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－１２９１３８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－３３６４６１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０４８　　　
              Ｇ０６Ｆ　　　３／１４　　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　５／００　－５／３６
              Ｇ０９Ｇ　　　５／３７７－５／４２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

